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問題 1  次の英文を日本語に訳しなさい。 
 
The linkages between innovation and productivity have long been studied by economists, 
but several methodological hurdles exist. First, measures of innovation or innovative 
activity are incomplete. Typically, R&D spending and patent counts (an output variable) 
are used. However, both these metrics are more suitable for technological innovation related 
to manufactured products rather than services, processes, and other types of innovation. 
R&D spending is an easy metric to collect, but it is an input variable that does not 
necessarily predict innovation success. Patent count is an innovation output metric but 
does not necessarily imply commercial success since only a few patents are for valuable 
innovations, and most patents have little value. Sometimes the number of patent citations 
is used as a metric, based on the notion that higher-quality patents are more frequently 
cited. Other measures of innovation success are by necessity even more subjective, for 
example, experts are asked to rank the innovativeness of various new products. The OECD 
Oslo Manual (2018) has aided the measurement of innovation through standardized 
definitions of innovation in later (non-R&D) phases of innovation. Bronwyn Hall (2011) 
surveyed the published empirical evidence on the relationship between innovation and 
productivity. She found an economically significant impact of product innovation on revenue 
productivity and a somewhat more ambiguous impact of process innovation. Given the 
available evidence, and in spite of the fact that innovative activity is not well measured in 
many cases, it would be fair to say that, generally, innovation will increase an individual 
firm's ability to derive revenue from its factor inputs. A follow-up survey by Pierre Mohnen 
and Bronwyn Hall (2013) more definitively found that, based on the empirical literature on 
innovation and productivity, innovation leads to a better productivity performance defined 
as better revenue per-employee performance. It should be noted that some of the effect of 
innovation goes to real output, and some of it to the price at which the output is sold 
(revenue being the product of the number of units sold and the average per unit). Mohnen 
and Hall (2013) noted that, methodologically, it is hard to dissociate these two effects in the 
absence of good individual price measures. 
 



【大学院入学試験問題の意図】  
この問題は、イノベーションと生産性の関係という重要なテーマについて、受験生が英語の

学術的文章を正確に読解し、内容を理解しているかを評価することを目的としています。特に、

以下の点を重視しています。 

 
・専門用語の理解 : "R&D spending"（研究開発費）、"patent counts"（特許件数）、"product 
innovation"（製品イノベーション）、 "process innovation"（プロセス・イノベーション）、

"revenue productivity"（収益生産性）、"factor inputs"（生産要素投入）など、経済学・経営学

分野の専門用語を正しく理解しているか。 
・論理的構造の把握 : 文章全体の論理展開、特にイノベーション測定の課題点、先行研究の結

果、そして結論に至るまでの因果関係や対比を正確に把握しているか。 
・批判的思考力 : 提示された情報（イノベーション測定の不完全性、製品イノベーションとプ

ロセス・イノベーションの効果の違いなど）に対して、単に内容をなぞるだけでなく、その限

界や含意を考察できるか。 
・要約・翻訳能力 : 複雑な英文を、元の意味を損なうことなく、簡潔かつ正確な日本語に翻訳

する能力。特に、学術的な表現を適切に日本語に置き換えることができるか。 

 
この問題を通じて、受験生が高度な英文読解力に加え、学術的な内容を理解し、それを自身

の言葉で表現するアカデミックなスキルを持っているかを確認したいと考えています。 

 
出典：Peet van Biljon(2022) Innovation for Value and Mission: An Introduction to Innovation 

Management and Policy, 35-36, De Gruyter.  
 
翻訳例  

イノベーションと生産性の関連性は、長年にわたり経済学者によって研究されてきましたが、

いくつかの方法論的な課題が存在します。 
第一に、イノベーションまたはイノベーション活動の尺度が不完全であることです。一般的

に、研究開発（R&D）費と特許件数（アウトプット変数）が用いられます。しかし、これらの

指標はいずれも、サービス、プロセス、その他の種類のイノベーションよりも、製造品に関連

する技術革新により適しています。R&D 費は収集しやすい指標ですが、それはインプット変数

であり、必ずしもイノベーションの成功を予測するものではありません。特許件数はイノベー

ションのアウトプット指標ですが、すべての特許が価値あるイノベーションであるわけではな

く、ほとんどの特許はほとんど価値がないため、必ずしも商業的成功を意味しません。時には、

より質の高い特許は頻繁に引用されるという考えに基づき、特許引用件数が指標として用いら

れることもあります。イノベーションの成功を測るその他の尺度は、必然的により主観的であ

り、例えば、専門家が様々な新製品の革新性をランク付けするように求められる場合などがあ

ります。OECD オスロ・マニュアル（2018）は、イノベーションの後期（R&D 以外）段階に

おけるイノベーションの標準化された定義を通じて、イノベーションの測定を支援してきまし



た。 

 
ブロンウィン・ホール（2011）は、イノベーションと生産性の関係に関する公表された実証

的証拠を調査しました。彼女は、製品イノベーションが収益生産性に経済的に有意な影響を与

えること、そしてプロセス・イノベーションの影響はやや不明確であることを発見しました。

利用可能な証拠を考慮すると、そして多くの場合にイノベーション活動が適切に測定されてい

ないという事実にもかかわらず、一般的にイノベーションは個々の企業がその生産要素投入か

ら収益を得る能力を高めると言うのが公平でしょう。 

 
ピエール・モーネンとブロンウィン・ホール（2013）による追跡調査では、イノベーション

と生産性に関する実証文献に基づき、イノベーションが従業員一人当たりの収益パフォーマン

スとして定義されるより良い生産性パフォーマンスにつながることがより明確に発見されまし

た。イノベーションの効果の一部は実質生産量に向かい、その一部は生産物が販売される価格

（収益は販売されたユニット数とユニット当たりの平均価格の積である）に向かうことに留意

すべきです。モーネンとホール（2013）は、方法論的に、良好な個別の価格測定がない場合に

は、これら二つの効果を分離することは困難であると指摘しました。  

                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           



                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           
                                           


